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【症例】患者は21歳の女性．身長138cm，体重36kg． 1 歳時に Williams 症候群と診断され，大動脈弁





50μg を投与後セボフルラン 1 ～ 5 ％にて緩徐導入を行い，ロクロニウム25mg 投与し経鼻挿管を行っ









尿の回数が多く，夜間も 3 ～ 4 回トイレに行くという状態だった．術後は安静の為，尿道カテーテルを
留置し，歩行可能時間に抜去した．③緊張によるバイタルサインの変動については，患者は人と対面す
ると緊張することから，安静時バイタルサインの把握が困難だった．入院中の測定値は収縮期血圧120
～175mmHg 拡張期血圧75～100mmHg 心拍数70～135回／分と変動が大きく，麻酔管理上指標になら
なかった．術中は導入後のバイタルサインから変動を最小限にとどめるよう循環管理をおこなった．
4 ．障害者への行動調整法と保護者の思い
○朝比奈伯明，石原紀彰，秋枝俊江，樋口雄大，伊沢正行，
　磯野員達，岡田芳幸，小笠原　正
　（障がい者歯科学講座）
【緒言】障害者の歯科治療は困難な事が少なくない．発達年齢が 3 歳未満は，通法の歯科治療が難しく，
身体抑制法，全身麻酔，静脈内鎮静法，静脈麻酔などが応用される．しかしながら，全身麻酔や静脈麻
酔などの薬物を使用できない歯科医療機関もあれば，すべての対応ができるところもあり，歯科医療機
関で異なり，歯科治療が困難な障害者に対して行った全身麻酔や静脈麻酔，身体抑制に対して保護者が
どのように考えているかを明らかにした報告はない．
　そこで本研究は，通常の歯科治療が困難な障害のある患者の保護者が理解して，歯科治療に臨めるよ
うにするために，身体抑制法，全身麻酔法，静脈内鎮静法，静脈麻酔を経験した患者の保護者に歯科治
療時の行動調整法についてアンケートを行い，保護者の考えを調査したので，報告する．
【対象および方法】対象は，富山県歯科医師会センター，鳥取県西部歯科保健センター，山梨県歯科医
師会センター，おがた小児歯科医院，沖縄県歯科医師会センター，松本歯科大学病院特殊診療科の 6 施
設をそれぞれ受診した患者のうち歯科治療に際して全身麻酔，静脈内鎮静法，身体抑制法のいずれかを
経験した障害者の保護者であった．歯科治療後に行動調整に関するアンケート用紙を渡し，無記名にて
回答を得た．なお本研究は松本歯科大学倫理委員会の承認を得たうえで，保護者に同意を得て実施した．
【結果および考察】身体抑制法は，「治療できて家族は満足」が50％以上と最も多かった．「身体抑制法
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を希望するか」という問いについては，「希望する」が最も多く，次は「仕方がない」と答えた者が多
かった．静脈内鎮静法／静脈麻酔は，「治療できて家族は満足」が90％以上であった．しかしながら，「歯
科治療の必要性があるとき静脈内鎮静法による歯科治療を希望されますか」の問いについて「希望す
る」と回答した保護者が半数であった．全身麻酔は，「治療できて家族は満足」が80％であった．特に
薬物使用できる施設では，88％が「治療できて家族は満足」と答えていた．しかしながら，「歯科治療
の必要性があるとき全身麻酔による歯科治療を希望されますか」という問いに対して「希望する」が
50％程度であった．特殊な行動調整は，いずれも治療できたことで家族も満足していたが，決して希望
するわけでない傾向がみられた．これらの結果について医療機関の種類による回答の違いについてさら
なる分析を行ったので，報告する．
〔特別講演〕
適切なマウスガードの必要性，効果およびその設計・製作法
○武田友孝
（東京歯科大学口腔健康科学講座スポーツ歯学研究室）
　近年，マウスガードの顎口腔系傷害への予防・軽減効果は，実験的，疫学的に立証され，スポーツ関
係者のマウスガードへの認知度は高まり，その普及も進んでいるものと思われます．また，マウスガー
ドの運動能力におよぼす影響に対する関心も少なくないようです．しかし，マウスガード装着時の外傷
が少なくないこと，不適切なマウスガード使用による運動能力へのデメリットのあることも事実の様で
す．これは，未だに，選手自身がお湯などで軟化後口腔内で適合を図るボイル＆バイトと呼ばれる市販
タイプが使用されていることならびにインターネットなどで購入可能な適切とは言えないマウスガード
が使用されていることが，主な要因と思われます．さらに，カスタムメイドタイプであっても選手の口
腔内状態，参加種目，競技レベルなどに適したマウスガードが必ずしも提供されているとは言えないこ
とも要因の一つと思われます．
　今回これらの点を考慮した適切なマウスガードの必要性，デザイン，製作方法，正しい咬合の重要性
などについてお話しさせて頂きたいと思います．さらに適切なマウスガードの，全身筋力，平衡機能向
上への関与，高い運動機能の発揮に欠かせないスポーツクレンチングへの効果ならびに頸部筋力の向上
による脳震盪の予防軽減などにも言及したいと思います．
　スポーツ歯科的な活動は，縁の下の力持ちであることが少なくないと思われます．しかし，今後のス
ポーツ界の発展に必要不可欠であることは揺るぎない事実と思われます．今回，スポーツ歯科の現状，
可能性についても触れさせて頂き，私のお話が先生方の臨床，選手の外傷の軽減・予防，2019年のラグ
ビーワールドカップ，2020年の東京オリンピック・パランピックなどに少しでもお役に立てれば幸いで
す．
